
令
和
元
年
六
月
二
十
五
日
受
領

答

弁

第

二

三

二

号

内
閣
衆
質
一
九
八
第
二
三
二
号

令
和
元
年
六
月
二
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
柚
木
道
義
君
提
出
看
護
師
の
基
礎
教
育
四
年
制
化
、
訪
問
看
護
推
進
総
合
計
画
の
策
定
及
び
看
護
師
の
「
働
き

方
改
革
」
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
柚
木
道
義
君
提
出
看
護
師
の
基
礎
教
育
四
年
制
化
、
訪
問
看
護
推
進
総
合
計
画
の
策
定
及
び
看
護
師
の

「
働
き
方
改
革
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
看
護
師
基
礎
教
育
を
四
年
制
」
と
す
る
こ
と
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
看
護

師
養
成
所
の
修
業
年
限
等
を
延
長
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
看
護
師
等
の
供
給
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
看
護
師
等
に
は
患
者
の
多
様
性
・
複
雑
性
に
応
じ
て
適
切
な
看

護
を
提
供
す
る
能
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
厚
生
労
働
省
の
「
看
護
基
礎
教
育
検
討
会
」
に
お
い
て
、
看
護

師
等
を
養
成
す
る
た
め
の
教
育
の
内
容
及
び
方
法
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
国
が
訪
問
看
護
に
か
か
る
組
織
体
制
の
明
確
化
を
は
か
る
」
、
「
訪
問
看
護
を
推
進
す
る
総
合
計
画
」
及
び

「
訪
問
看
護
推
進
総
合
計
画
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
訪
問
看
護
に
係
る
都
道
府
県
の
取
組
へ
の
支
援
等
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
状

況
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
必
要
な
方
策
の
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

一



二
の
�
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
医
療
、
介
護
等
の
幅
広
い
分
野
で
提
供
さ
れ
る
訪
問
看
護
は
、
地
域
に
お
け
る
療
養
生
活
を
支

援
す
る
た
め
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、
同
省
内
の
関
係
部
局
が
連
携
し
て
、
総
合

的
な
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
よ
う
な
「
数
値
目
標
」
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
看
護
師
等
の
人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年

法
律
第
八
十
六
号
。
以
下
「
人
確
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
る
看
護
婦
等
の
確
保
を
促

進
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
基
本
的
な
指
針
（
平
成
四
年
文
部
省
・
厚
生
省
・
労
働
省
告
示
第
一
号
。
以
下
「
基
本
指
針
」

と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
病
院
等
に
勤
務
す
る
看
護
師
等
の
処
遇
の
改
善
に
関
す
る
事
項
と
し
て
、
月
八
回
以
内
の
夜
勤
体

制
の
構
築
と
い
っ
た
看
護
師
等
の
働
き
方
に
関
す
る
具
体
的
な
目
標
が
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
働
き
方

改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改

正
後
の
労
働
時
間
等
の
設
定
の
改
善
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
四
年
法
律
第
九
十
号
）
第
二
条
に
お
い
て
、
労
働
者
の

健
康
及
び
福
祉
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
終
業
か
ら
始
業
ま
で
の
時
間
の
設
定
に
関
す
る
努
力
義
務
を
事
業
主
に
課
す
こ

二



と
と
し
た
こ
と
も
踏
ま
え
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
、
お
尋
ね
の
よ
う
な
「
数
値
目
標
」
の
在
り
方
も
含
め
、
基
本
方
針
の

改
正
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
御
指
摘
の
「
検
討
の
場
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
基
本
指
針
を
改
正
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
人
確
法
第
三
条
第
四
項
に
お
い
て
、
医
道
審

議
会
及
び
労
働
政
策
審
議
会
の
意
見
を
聴
く
こ
と
等
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三


